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Ⅰ．現３ヵ年プログラムの振り返り（１）

○ ２０１４年４⽉にスタートした「明治安⽥ＮＥＸＴチャレンジプログラム」（中期経営計画＋感動○ ２０１４年４⽉にスタ トした「明治安⽥ＮＥＸＴチャレンジプログラム」（中期経営計画＋感動
実現プロジェクト）では、次の１０年に向けた基盤づくりを⾏なう３ヵ年の計画として取り組み

「明治安⽥ＮＥＸＴチャレンジプログラム」「明治安⽥ＮＥＸＴチャレンジプログラム」

ブランド戦略
対⾯のアフターフォローの提供等を通じ、
「明治安⽥⽣命＝アフターフォロー」のイメージを浸透させる

中期経営
計画

取組みを推進

成⻑戦略
国内⽣命保険事業では、お客さまニーズに適切に対応し、
医療・介護分野をはじめとした商品・サービスを拡充。

海外保険事業 積極的計画 また、海外保険事業を積極的に展開

経営基盤の
強化

適切な⾃⼰資本⽔準の確保と統合リスク管理の⾼度化により、
財務基盤の健全性を維持・向上させるとともに、
挑戦意欲あふれた⼈財を育成 確保強化 挑戦意欲あふれた⼈財を育成・確保

職員⼀⼈ひとりが果敢にチャレンジし それを⽀える組織が
感動実現プロジェクト

職員⼀⼈ひとりが果敢にチャレンジし、それを⽀える組織が
チーム⼒を発揮する、職員相互が深い信頼で結ばれ共感しあえる
企業⾵⼟を創造

2



Ⅰ．現３ヵ年プログラムの振り返り（２）

○ 保有契約年換算保険料について 超低⾦利環境の継続に伴う貯蓄性商品の販売コントロールにより○ 保有契約年換算保険料について、超低⾦利環境の継続に伴う貯蓄性商品の販売コントロ ルにより、
当初⽬標を若⼲下回る⽔準に抑制したが、中期経営計画の⽬標は概ね達成。「お客さま満⾜度」も
過去最⾼値を実現。2016年3⽉には⽶国保険会社であるスタンコープ社を完全⼦会社化

項⽬ 2016年度 2013年度末 中期経営計画の⽬標項⽬ 2016年度
⾒込値

2013年度末
実績⽐／差

中期経営計画の⽬標
（2016年度末）

企業価値（ＥＥＶ）（※1） 5.4兆円程度 ＋28.0 ％ 53,000億円（2013年度末実績⽐＋約25％）

個⼈営業 保有契約年換算保険料 21,800 億円 ＋4.6 ％ 21,980億円（2013年度末実績⽐＋約5.5％）,

法⼈営業
団体保険保有契約⾼ 112.7 兆円 ＋1.7兆円 業界シェアNo.1の堅持

団体年⾦資産残⾼ 7.45 兆円 ＋6.8％ 資産残⾼の安定的な維持・拡⼤

企業価値（ＥＥＶ）

50 599億円
5.4兆円程度

お客さま満⾜度（「満⾜」＋「やや満⾜」の占率）（※1）

57.8%

（※2）

111%
120%

128%
42,185億円

46,755億円
50,599億円

51.0%
53.4% 53.1%

100%
111%

2013年度末 2014年度末 2015年度末 2016年度末
明治安⽥ＮＥＸＴ 明治安⽥ＮＥＸＴ

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度
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（※1）⽬標設定時点である2013年度末の運⽤環境に基づく数値 （※2）「満⾜」「やや満⾜」「ふつう」「やや不満」「不満」の５区分でのアンケート調査

明治安⽥ＮＥＸＴ
チャレンジプログラム

明治安⽥ＮＥＸＴ
チャレンジプログラム



Ⅱ．経営環境認識と長期的な経営の基本方向

○ 今後における経営環境の変化に適確な対応が可能となるよう ⻑期的な経営の基本⽅向を⾒定めた

主な経営環境認識

○ 今後における経営環境の変化に適確な対応が可能となるよう、⻑期的な経営の基本⽅向を⾒定めた
うえで、経営戦略を策定することが重要と認識

超⾼齢社会の進展・
⼥性労働⼒⼈⼝の増加

社会保障給付費の増⼤・
⽼後資⾦準備等の意向拡⼤

貯蓄から投資へ
の流れ

経済・⾦融環境における
ボラティリティの⾼まり

ＩＣＴをはじめとする
技術⾰新

国際的な会計基準・
資本規制の変化

⻑期的な経営の基本⽅向（概要）

社会保障制度を補完し⾃助努⼒を⽀える⽣命保険
会社として業界での確固たる地位を確保

各ステークホルダーに対し
独⾃の存在感を発揮

財務基盤の健全性の維持・向上を図りつつ、グループ全体での成⻑軌道を確保すること
で、収益規模を継続的に維持・拡⼤し、ひいては、企業価値の持続的な向上をめざす

4



Ⅲ．新たな企業理念「明治安田フィロソフィー」 （１）全体像

○ 当社が⻑期的にめざす⽅向もふまえ 新３ヵ年プログラムのスタートにあわせて シンプルで

確かな安⼼を いつまでも経営理念

○ 当社が⻑期的にめざす⽅向もふまえ、新３ヵ年プログラムのスタ トにあわせて、シンプルで、
メッセージ性の⾼い企業理念に刷新

当社の存在意義や使命を
⽰す普遍性の⾼いもの

確かな安⼼を、いつまでも
－ Peace of mind, forever －

mission

信頼を得て選ばれ続ける、
⼈に⼀番やさしい⽣命保険会社

【お客さまとの絆】 お客さまに寄り添い、アフターフォローで感動を追求する
企業ビジョン

vision
【地域社会との絆】 社会から必要とされる価値を創造し、地域の発展に貢献する
【働く仲間との絆】 挑戦意欲や多様性を尊重し、働きがいのある職場を実現する

経営理念に基づき、当社が⻑期
的にめざす姿を⽰すもの

お客さま志向・倫理観
⼀．私たちは、お客さまを⼤切にし、⾼い倫理観のもと⾏動します。明治安⽥バリュー

経営理念と企業ビジョンの実現に向けて、
役職員⼀⼈ひとりが⼤切にすべき価値観
を⽰すもの

挑戦・創造
⼀．私たちは、果敢に挑戦し、新しい価値を創造します。

協働・成⻑

明治安⽥バリュ
value
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⼀．私たちは、働く仲間と互いに助け合い、共に成⻑します。



Ⅲ．新たな企業理念「明治安田フィロソフィー」 （２）経営理念・企業ビジョン

経営理念

確かな安⼼を、いつまでも 経営理念の⾔葉に込めた想い
私たちは創業以来、相互扶助の精神のもと、⽣命保険事業のパイオニア（※）と

して お客さまそして地域社会を⽀えてきました

（当社の存在意義・普遍的な使命）

して、お客さまそして地域社会を⽀えてきました。
いつの時代も変わることのない「⼈の想い」が込められている⽣命保険。
託された⼀⼈ひとりの想いに応え、お客さまを⽣涯に渡って⽀え続けることが、

私たちの使命です。
「確かな安⼼を、いつまでも」

私たちは、この⾔葉を胸に、これからもお客さまを⼤切にする会社に徹し、
いつまでも変わらない安⼼をお届けいたします。

2015年度マイハピネスフォトコンテスト⼊賞作品「新しい命」
（※）当社は、わが国最初の近代的⽣命保険会社として明治14年7⽉に開業した明治⽣命と、明治13年1⽉に創⽴された

共済五百名社をルーツとする安⽥⽣命が、平成16年1⽉に合併した会社です。

企業ビジョン
（⻑期的なめざす姿・各ステークホルダーへの取組⽅針）

信頼を得て選ばれ続ける、⼈に⼀番やさしい⽣命保険会社

お客さまに寄り添い、思いやりのある会社
＝お客さまにとっての「やさしい」会社

社会に役⽴ち、地域に貢献する会社
＝地域社会にとっての「やさしい」会社

意欲や個性が活かされ、活⼒のある会社
＝従業員にとっての「やさしい」会社

【お客さまとの絆】 【地域社会との絆】 【働く仲間との絆】

お客さまに寄り添い、
アフターフォローで感動を追求する

社会から必要とされる価値を創造し、
地域の発展に貢献する

挑戦意欲や多様性を尊重し、
働きがいのある職場を実現する

お客さまにとっての「やさしい」会社 地域社会にとっての「やさしい」会社 従業員にとっての「やさしい」会社
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アフタ フォロ で感動を追求する 地域の発展に貢献する 働きがいのある職場を実現する



Ⅳ．１．「ＭＹイノベーション２０２０」の枠組み （１）７つの重点方針

○ 経営環境の変化等をふまえつつ 新たな企業理念の実現に向けて「イノベーション」（＊）を興すべ○ 経営環境の変化等をふまえつつ、新たな企業理念の実現に向けて「イノベ ション」（＊）を興すべ
く、「中期経営計画」および「企業ビジョン実現プロジェクト」を推進

企業価値の安定的かつ着実な向上を果たし、新たな企業理念の実現をめざす

◇ お客さま志向とコンプライアンスの徹底を前提に、成⻑戦略・経営基盤戦略・ブランド戦略を推進
◇ 重点⽅針ごとにイノベーティブな取組みを織り込むとともに、先端技術等によるさらなるイノベーションを実現

中期経営計画

重点⽅針①
お客さま数の拡⼤

重点⽅針②
新たなマーケットへの取組み

重点⽅針③ 重点⽅針④成⻑戦略

重点⽅針⑤ 重点⽅針⑥

重点⽅針③
資産運⽤の⾼度化

重点⽅針④
先端技術等によるイノベーション

成⻑戦略

経営基盤
ガバナンスの⾼度化 ワーク・エンゲイジメントの向上

重点⽅針⑦
新たな企業理念の浸透

経営基盤
戦略

ブランド
戦略

◇新たな企業理念、とりわけ企業ビジョンの実現に向けて従業員⼀⼈ひとりが積極的・主体的に⾏動する⾵⼟を醸成

企業ビジョン実現プロジェクト

新たな企業理念の浸透戦略
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企業ビジョン実現プロジェクト
＊「イノベーション」＝新たな価値を⽣み出す変⾰・創造には、従来からの改良・改善によるものと、全く

新しい価値を⽣み出すものがあるとされるが、当社ではこの両者について取組みを推進



Ⅳ．１．「ＭＹイノベーション２０２０」の枠組み （２）１１の改革

○ 中期経営計画の成⻑戦略・経営基盤戦略の推進にあたっては そのエンジンとなる「１１の改⾰」○ 中期経営計画の成⻑戦略 経営基盤戦略の推進にあたっては、そのエンジンとなる「１１の改⾰」
に、経営資源・資本を重点的かつ効果的に配賦

成⻑戦略

国内⽣命保険事業
商品・サービス

成⻑分野への積極的な商品供給
と新しいサービスの導⼊

販売チャネル
専属チャネルの質・量の拡充
とマーケットアクセスの拡充

基幹機能
ＩＣＴ等を通じたお客さまとの
接点拡⼤と卓越性・効率化の両⽴

資産運⽤
超低⾦利下における超過収益の獲得

とサープラスの最⼤化と新しいサ ビスの導⼊ とマ ケットアクセスの拡充 接点拡⼤と卓越性 効率化の両⽴ とサ プラスの最⼤化

①個⼈営業改⾰ ③法⼈営業改⾰

②個⼈事務サービス改⾰ ④法⼈事務サービス改⾰

⑤資産運⽤改⾰

⑥資産運⽤事務サービス改⾰

海外保険事業
グル プ経営管理態勢の強化と

国内関連事業
国内⽣保事業の成⻑戦略等への先端技術等を活⽤した

②個⼈事務サ ビス改⾰ ④法⼈事務サ ビス改⾰ ⑥資産運⽤事務サ ビス改⾰

グループ経営管理態勢の強化と
既存投資先の収益拡⼤、新規投資の調査・研究

国内⽣保事業の成⻑戦略等への
いっそうの貢献と選択・集中

先端技術等を活⽤した
イノベーション

先端技術等の
調査・研究・開発 ⑦海外保険事業改⾰ ⑧国内関連会社改⾰

経営基盤戦略

⑩⼈事改⾰ ⑪総務インフラ改⾰⑨ガバナンス改⾰ ⑩⼈事改⾰⑨
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ブランド戦略 効果的・統⼀的なプロモーションによる企業ブランドの形成



Ⅳ．２．主な経営目標 （１）全体像

○ 成⻑性・収益性・健全性のバランスを取りながら 企業価値の向上をめざす（※1）

＋２０％
企業価値（ＥＥＶ）（※2） ＊２０１９年度⽬標値

＊増加率・増加数で⽰している
数値は ２０１６年度⾒込値と

○ 成⻑性 収益性 健全性のバランスを取りながら、企業価値の向上をめざす（※1）
○ 次期中期経営計画期間中を通じて増収・増益の⾒通し

＋２０％
(約５９，０００億円)

数値は、２０１６年度⾒込値と
の⽐／差

第三分野新契約年換算保険料
［個⼈営業・法⼈営業・損保］（※3）

保有契約年換算保険料
［個⼈営業］

団体保険保有契約⾼
［法⼈営業］

２２,２５０億円（＋４５０億円） 国内シェアＮｏ．１＋４０％（５５０億円）

７００万⼈アドバイザー等チャネル ４９３万⼈法⼈営業チャネル

お客さま数

◇お客さま満⾜度／企業好感度／ワーク・エンゲイジメントのさらなる向上

７００万⼈
（＋約２６万⼈）

アドバイザー等チャネル
（※4）

４９３万⼈
（＋約１５万⼈）

法⼈営業チャネル
（※5）

◇専属チャネルの拡充（アドバイザー数：2016年度3.0万⼈→2019年度3.3万⼈等）

◇お客さま満⾜度／企業好感度／ワ ク エンゲイジメントのさらなる向上

１６０％以上

経済価値ベースのソルベンシー⽐率
（ＥＳＲ）（※7）

３兆円（＋２０％）

オンバランス⾃⼰資本
（※8）

年平均６％程度を安定的に確保

資本効率指標（ＲｏＥＥＶ：
企業価値（ＥＥＶ）ベース）（※6）

（※1）いずれの数値も暫定値であり、２０１６年度決算後、確定値を公表予定
（※2）２０１６年度末⾒込の運⽤環境に基づく数値
（※3）個⼈営業の第三分野新契約年換算保険料に、法⼈営業におけるマス販、団体医療、団体就業および団体信⽤の第三分野保障部分と、明治安⽥損害

保険の普通傷害、所得補償、医療および⼀時払退職者傷害保険の新契約年換算保険料相当額を加えた額
（※4）アドバイザ 等チャネルの⽣保契約者（すえ置・年⾦受取中を含む）＋⽣保被保険者＋損保契約者（重複を除く）

１６０％以上 ３兆円（＋２０％）年平均６％程度を安定的に確保

9

（※4）アドバイザー等チャネルの⽣保契約者（すえ置・年⾦受取中を含む）＋⽣保被保険者＋損保契約者（重複を除く）
（※5）任意加⼊型団体保険の被保険者数（当社単独・幹事契約の本⼈・配偶者被保険者）
（※6）⾃⼰資本に対する収益効率を⽰す指標（２０１６年度末⾒込の運⽤環境に基づく数値）
（※7）当社のリスク量全体（信頼⽔準９９．５％）に対して⼗分な⾃⼰資本が確保できているかを⽰す経済価値ベースの指標

（当社の内部モデルに基づく、想定運⽤環境を前提とした数値）
（※8）所定の内部留保と外部調達資本の合計額



Ⅳ．２．主な経営目標 （２）企業価値（ＥＥＶ）の増因 （イメージ）

○ 本プログラムの着実な推進が 企業価値の向上につながり ひいては 保険⾦等の⽀払能⼒の向上○ 本プログラムの着実な推進が、企業価値の向上につながり、ひいては、保険⾦等の⽀払能⼒の向上、
安定的な配当財源の確保等、ご契約者利益の向上につながるものと認識

リスク管理の強化
と資産運⽤の⾼度
化による超過収益

「企業価値（ＥＥＶ）」
＝保有契約価値＋修正純資産
＝⽣命保険会社の成⻑性・収益性・

健全性を総合的に⽰す指標

④資産運⽤⼒

③事業効率化 化による超過収益
の獲得 着実かつ

安定的な
成⻑

②アフター
フォロー⼒

③事業効率化

ＩＣＴの積極
活⽤による
ペーパーレス
化やル ルのアフターフォロー

の充実による、
ご契約の継続率の
向上 等

お客さま数 拡⼤ ご契約者利益の向上

①新契約⼒

化やルールの
⼤胆な⾒直し

約49,000億円 約59,000億円

お客さま数の拡⼤・
新たなマーケット
への取組みによる
新契約の獲得

ご契約者利益の向上
商品・サービスの充実
保険⾦等の⽀払能⼒の向上
安定的な配当財源の確保 等

2016年度末 2019年度末
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※企業価値（ＥＥＶ）の数値は、⾜元の運⽤環境に基づく概算値。 ２０１６年度決算後、確定値を公表予定

2016年度末 2019年度末



Ⅳ．３．重点方針① 成長戦略－お客さま数の拡大

＜主要な取組事項＞＜主要な取組事項＞
◇ 積極的な商品供給と充実したアフターフォローの提供（新たなサービスの導⼊を含む）
◇ アドバイザーチャネルの拡充とマーケットアクセスの拡充（他企業との連携、デジタルマーケ

ティングの推進、ＢｔｏＥ（※）基盤の構築等）
◇ 活 等を通じたお客さ 対応 向 資す 事務サ ビ 基盤 整備

（※）Business to Employeeの略で、企業保険加⼊団体の従業員等に対するアプローチを意味する当社⽤語

◇ ＩＣＴの活⽤等を通じたお客さま対応の向上に資する事務サービス基盤の整備

＜お客さま数（アドバイザー等チャネル）＞（単位：万⼈） ＜お客さま数（法⼈営業チャネル）＞ （単位：万⼈）

520720

478

493

480

500

520
＋15万⼈

680

700

720
＋26万⼈ 700

674

440

460

640

660 （＊）

400

420

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2019年度
600

620

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2019年度

651

実績 実績 実績 ⾒通し 計画実績 実績 実績 ⾒通し 計画
（＊）2015年度まではアドバイザー等チャネルにおける⽣保契約者・被保険者数（損保契約者等を含まず）
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個⼈営業改⾰／個⼈事務サービス改⾰ 法⼈営業改⾰／法⼈事務サービス改⾰



Ⅳ．３．重点方針② 成長戦略－新たなマーケットへの取組み

＜主要な取組事項＞＜主要な取組事項＞
◇ ⾼齢者・退職者向け新商品の開発、⼥性向け商品・サービスの提供
◇ 投資型商品（外貨建て保険、団体年⾦実績配当型商品等）の提供
◇ 健康情報等を活⽤した商品・サービスの研究・開発
◇ タ プ社を中⼼ た 存投資先 収益拡⼤ 新規投資 調査 究◇ スタンコープ社を中⼼とした既存投資先の収益拡⼤と新規投資の調査・研究

超⾼齢社会の ⼥性労働⼒⼈⼝の

＜海外保険マーケットへの取組み＞＜国内⽣保マーケットへの取組み＞
オイロパ社 パシフィック・ガーディワルタ社

引受の⾼度化を通じた
⾼齢者への保障拡⼤

⼥性就業者の
保障ニーズの充⾜

超⾼齢社会の
進展

⼥性労働⼒⼈⼝の
増加

(ポーランド・ヴロツワフ) アン⽣命(⽶国・ホノルル)(ポーランド・ワルシャワ)

4つの重点
マーケット

への積極的な
商品供給 タランクス社 スタンコープ社

(⽶国 ポ トランド)

新たな第三分野
商品・サービスの開発

投資型商品の
ラインアップの拡充

社会保障給付費の 貯蓄から投資へ

商品供給 タランクス社
(ドイツ)【提携】

タイライフ社 アブリスト社

(⽶国・ポートランド)

北⼤⽅正⼈寿

（＊） は100％⼦会社

社会保障給付費の
増⼤

貯蓄から投資へ
の流れ

タイライフ社
(タイ・バンコク)

アブリスト社
(インドネシア・ジャカルタ)

北⼤⽅正⼈寿
(中国・上海)
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個⼈営業改⾰／法⼈営業改⾰ 海外保険事業改⾰



Ⅳ．３．重点方針③ 成長戦略－資産運用の高度化

＜主要な取組事項＞＜主要な取組事項＞
◇ 資産運⽤⼿法の⾼度化・多様化－「クレジット投融資」の強化
◇ 資産運⽤ガバナンス態勢の⾼度化
◇ 「サステイナビリティ」をキーワードとした投融資の推進とスチュワードシップ活動の⾼度化
◇ 海外運 会社 提携等を通じた セ ト ネ ト事業 強化◇ 海外運⽤会社との提携等を通じたアセットマネジメント事業の強化

資産運⽤⼿法の⾼度化・多様化－「クレジット投融資」の強化

海外クレジット⇒3年間で約8,000億円

海外社債

国内クレジット⇒3年間で約8,000億円

海外
資産担保証券

海外
アウトソース 国内社債 国内

ハイブリッド債
国内

資産担保証券

「サステイナビリティ」サステイナ リティ」
投融資の推進

⇒３年間で約5,000億円資産運⽤収益⼒の強化資産運⽤ガバナンス・
リスク管理の⾼度化

環境 エネルギー

社会・地域 経済
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資産運⽤改⾰ 資産運⽤事務サービス改⾰



Ⅳ．３．重点方針④ 成長戦略－先端技術等によるイノベーション

○ 主要テーマとして 「⼈⼯知能・ＩＣＴ」 「ヘルスケア」 「オープンイノベーション」および○ 主要テ マとして、「⼈⼯知能・ＩＣＴ」、「ヘルスケア」、「オ プンイノベ ション」および
「デザイン思考」の４分野を設定し、さらなるイノベーションの実現をめざす

⼈⼯知能・
ＩＣＴ

ヘルスケア

オープン
イノベー
ション

基幹機能（保険引受等）
における活⽤の
調査 研究 開発 デザイン

思考

ション

国内⽣保初のヘルスケア関連企業
と 共同研究

調査・研究・開発

ハッカソンを開催
（2016年12⽉）

東京理科⼤学
との産学連携
（2016年9⽉〜）

との共同研究
（2016年10⽉〜）

先端技術等によるさらなるイノベーションの実現

・法⼈向け健康経営⽀援プログラムの開発
「継続を科学する」
モバイルヘルスに特化した
テクノロジ ベンチャテクノロジーベンチャー 共創に向けて基本合意（2017年2⽉）

・
・
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Ⅳ．３．重点方針⑤ 経営基盤戦略－ガバナンスの高度化

＜主要な取組事項＞＜主要な取組事項＞
◇ ステークホルダーとのコミュニケーション機会の拡充を含む、コーポレートガバナンスの⾼度化
◇ 資本配賦運営、リスク・リターン運営等、ＥＲＭ（統合的リスク管理）の浸透・定着
◇ グループ経営管理態勢の⾼度化（国際会計基準・国際資本規制への対応を含む）
◇ 海外 お 存投資先 収益拡⼤ 内関連会社 よ 本体 献 促進◇ 海外における既存投資先の収益拡⼤と、国内関連会社による本体貢献のいっそうの促進

グループ経営管理態勢の⾼度化ＥＲＭ経営の浸透・定着

経営⽅針・⼈財育成・資産運⽤・リスク管理
内部監査・コンプライアンス 等

経営⽅針・⼈財育成・資産運⽤・リスク管理
内部監査・コンプライアンス 等資本

経営資源の成⻑
分野への資本配賦

リスク対⽐での
資本⼗分性確保

明治安⽥⽣命
保険相互会社

ご契約者利益の向上持続的な
企業価値
の向上

成⻑性成⻑性 健全性健全性

リターン リスク 海外関連
事業

国内関連
事業 収益機会の拡⼤

いっそうの本体貢献収益性収益性

リターン リスク

国際会計基準・国際資本規制等国際会計基準・国際資本規制等リスク対⽐での
リターンの向上
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ガバナンス改⾰ 国内関連会社改⾰海外保険事業改⾰



Ⅳ．３．重点方針⑥ 経営基盤戦略－ワーク・エンゲイジメントの向上

＜主要な取組事項＞ 経済産業省および⽇本健康会議主催＜主要な取組事項＞
◇ ⼈財⼒の持続的向上に向けた育成態勢の⾼度化
◇ ⼼⾝の健康増進に向けた取組みの推進（「健康経営」の推進）
◇ ⼈財の多様性を受容する⾵⼟醸成・態勢整備等、ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
◇ 働き⽅ ⾒直 イ 整備等を通じた イ 推進 資す 余⼒ 創出

経済産業省および⽇本健康会議主催
「健康経営優良法⼈〜ホワイト５００〜」
に認定（2017年2⽉）

◇ 働き⽅の⾒直し、インフラ整備等を通じた、イノベーションの推進に資する余⼒の創出

さらなるワーク・エンゲイジメント（※）の向上
（※）⼀⼈ひとりが誇りとやりがいを感じながら活き活きとチャレンジングに働く状態

厚⽣労働省 主催 内閣府 主催 総務省 主催厚⽣労働省 主催
「第５回 健康寿命をのばそう！アワード」
厚⽣労働省健康局⻑ 企業部⾨ 優良賞 受賞

内閣府 主催
「⼥性が輝く先進企業表彰」

内閣府特命担当⼤⾂表彰 受賞

総務省 主催
「テレワーク先駆者百選」

総務⼤⾂賞 受賞
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⼈事改⾰ 総務インフラ改⾰



Ⅳ．３．重点方針⑦ ブランド戦略－新たな企業理念の浸透

○ 統⼀的・効果的なプロモーションを推進することで 新たな企業理念に沿った企業ブランドを形成○ 統 的 効果的なプロモ ションを推進することで、新たな企業理念に沿った企業ブランドを形成
○ とりわけ企業ビジョンの実現に向けて従業員⼀⼈ひとりが創造⼒を持って積極的・主体的に⾏動

する⾵⼟を醸成すべく、社⻑をリーダーとする「企業ビジョン実現プロジェクト」を推進

企業理念の実現＝企業ブランドの形成
［経 営 理 念］ 確かな安⼼を、いつまでも
［企業ビジョン］信頼を得て選ばれ続ける、⼈に⼀番やさしい⽣命保険会社

【お客さまとの絆】 【地域社会との絆】 【働く仲間との絆】

お客さまに寄り添い、アフター
フォローで感動を追求する

社会から必要とされる価値を
創造し、地域の発展に貢献する

挑戦意欲や多様性を尊重し、
働きがいのある職場を実現する

インナー／アウタープロモーション 統⼀的・効果的なプロモーションによる企業ブランドの形成
社⻑をリ ダ とする 新たな企業⾵⼟の醸成に向けた取組みの推進

企業ビジョン実現プロジェクト
社⻑をリーダーとする、新たな企業⾵⼟の醸成に向けた取組みの推進

全従業員が参画する⼩集団活動「Ｋｉｚｕｎａ運動」の展開

・対⾯によるアフターフォロー
のさらなる充実

・⾼齢者対応態勢の⾼度化 等

・Ｊリーグへの協賛等を通じた
地域貢献の活性化

・地⽅創⽣を⽀援する取組み 等
・ワーク・エンゲイジメントの

向上に向けた取組み 等
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中期経営計画の成⻑戦略・経営基盤戦略等の推進


